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池田 東一郎 町長による春の町政報告会（第１部）議事要旨 

 

◆ 日 時：令和８年４月26日（日）10:30～12:00  

◆ 場 所：国府支所２階会議室 

◆ 内 容：令和８年度の主な事業と予算 

◆ 参加者：35人 

◆ 概 要：資料説明後、参加者からの質疑応答を実施 

 

 

質問１ 新庁舎整備に関する質問 

二宮町も新庁舎の建設を進めているが、二宮町と比較して新庁舎の建設費用が高すぎるので

はないか。また、現在の敷地は狭く駐車場も確保できないため、他の広い場所で安価に建設す

べきではないか。 

回答１ 

二宮町とは単純に比較できない部分もあると思いますが、町議会において現在の場所での速

やかな建替えが決議されているため、町としてはその方針に沿って、頑張ってなるべく安く建

てられるよう進めています。また、建物をかさ上げして２階に町民窓口を設けることで、地方

交付税の支援を多く受けられるプランにしています。 

 

質問２ 「まちのこえ」の回答に関する質問 

「まちのこえ」を利用し、自転車用ヘルメット購入助成について問い合わせをしましたが、

３週間経っても回答がありません。対応状況はどうなっていますか。 

回答２ 

「まちのこえ」については申し訳ありません。回答が遅れた理由について確認のうえ、すぐ

に回答させていただきます。自転車用ヘルメットの助成については、予算が不足した場合でも

補正予算等によりできるだけ多くの方に助成させていただきたいと思いますので、積極的にご

活用ください。 

 

質問３ 公共施設の設備に関する質問 

国府中学校の東側にある時計や、社会福祉協議会の時計も壊れたままになっているため、早

急に修理していただきたい。 

回答３ 

国府中学校の時計については、すぐに修理するよう教育委員会に伝えます。社会福祉協議会

の時計についてはすでに修理済みと聞いています。 

 

質問４ 人口減少・空き家対策・財源確保に関する質問 

出生数の減少により、将来的な学校統合を考えていますか。また、空き家対策をさらに強化
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して移住者を増やすべきではないでしょうか。明治記念大磯邸園などの施設を活用して、町と

して積極的に収益を上げる施策が必要だと思います。 

回答４ 

学校を統合する考えは現在のところありません。空き家対策としては、今年度から解体やリ

フォームに対して 50万円の補助金を創設し、１軒ずつ所有者への働きかけを行います。ふるさ

と納税の強化や大磯港駐車場の収益向上など、財源確保対策に積極的に取り組んでいきます。 

 

質問５ 企業跡地に関する質問 

町内にある企業の工場跡地（NCRなど）が長年草ぼうぼうの空き地になっていますが、今後の

見通しはどうなっていますか。 

回答５ 

NCRの跡地は、PCBを閉じ込めたタンクが埋められているため、その処理に多額の費用がかか

るため手付かずになっていると聞いています。持ち主も分かっていますが、町としては土地所

有者の動向を見守っている状況です。 

 

質問６ 人口減少対策と新庁舎建設費に関する質問 

人口減少対策として、若者を増やす視点での施策や、富士見地区での農地転用による宅地造

成などの対策が必要ではないでしょうか。また、新庁舎の建設において、資材高騰などで工事

費が膨らんだ場合の対応はどうするのでしょうか。 

回答６ 

「こんにちは赤ちゃんバッグ」や産後ケア等の若年層向けの支援や、港での花火、子ども向

けのイベント等の充実により、若い世代への定住促進を図ります。富士見地区の土地活用につ

いては、地域計画に沿った農地の活用や、調整区域や農振の見直しによる宅地化等について引

き続き県と調整を行っていきます。新庁舎の費用については、基本設計のワークショップ等で

町民の方のご意見を伺いながら、地方交付税を最大限活用できる工夫をし、町の負担が増えな

いよう設計を進めていきます。 

 

 

（以下余白） 


